道徳授業地区公開講座　 　　　　２年　１組
＊本日の授業の流れ＊
	主題名
	友達と助け合って
（教材名：およげない　りすさん
[日本文教出版「しょうがくどうとく　いきるちから」より]）
　　　　B―（10）友情、信頼

	ねらい
	友達の気持ちを思いやり、互いに助け合ったり励まし合ったりすることで、みんなで楽しく過ごそうとする心情を育てる。

	

	
	○学習活動、主な発問
	◇指導上の留意点　

	導入
	〇今日のめあてを確かめる。 ※事前アンケートの結果を見る。（提示項目：「どんな友達がいいですか。」「友達と聞いて、思い浮かぶ場所」。
みんなでたのしくすごすための、
　　「こころ」について　かんがえよう。

	◇事前アンケートの結果を提示することで、ねらいとする道徳的価値への方向付けを図る。

	展開
	〇教材「およげない　りすさん」を読んで、話し合う。
「ぼくもいっしょにつれていってね。」とりすさんにたのまれたとき、みんなはどんな気持ちだったのでしょうか。




一人ぼっちのりすさんは、どんな気持ちだったのでしょうか。


島で遊んでいても、少しも楽しくないとき、みんなは どんな気持ちだったのでしょうか。


　
かめさんの背中に乗ったりすさんを囲んで、島へと向かうみんなはどんな気持ちだったのでしょうか。



	◇場面の状況が理解できるように、範読の後、登場人物と状況を板書で整理する。
◇友達の気持ちを考えず、自己中心的な考えで友達と関わるときの気持ちを考えさせる。
◇友達の気持ちを考えない自己中心的な言動を受けた、りすの心情を語らせることで、中心発問での価値理解をより深いものとする。
◇皆に共感させ、友達の気持ちを考えて、 助け合おうとする心情を語らせる。
◇友達の気持ちを考えて助け合った行動が、更に友情を確かなものとし、これまで以上に楽しい気持ちや温かい気持ちにつながっていくことを実感している心情を考えさせる。

	
	○自分の生活を見つめる。
	◇友達と助け合ってよかったと思った経験を振り返り、自分の生活を見つめる。

	終末
	〇教師の話を聞く。
	◇友達と支え合うことの素晴らしさを伝え、進んで友達を大切にしようとする心情を育てる。


＊道徳授業のことをご家庭で＊生活の中で、友達に助けてもらったり、逆に助けてあげたりした経験について、その時の気持ちを合わせてお子さんと話してみてください。


